
議会運営委員会における議会中間報告の経過

H24.11.16○「（仮称）議員の中間決算報告」の実施として提案された

　　H25.4が丸２年の中間であるため、前半の取り組みと後半の予定

　　議会、委員会、議員は一覧表でまとめてはどうか

　　書き方は自由が良いが、内容のチェックは議会運営員会でやってはどうか

H24.12.17○実施までのスケジュールが確認された

○次回１２月２６日の議会運営委員会で検討するため会派で議論しておくこと

H24.12.26○各会派から出された主な意見

　流政会：議会報に議員個人のものを載せるのはよくない

　　　　　　　委員会は目標を定めて活動するものではない、次期尚早である

　誠和会：継続審査しているものでないと委員会の意見は出せない

　　　　　　　政務活動費で各個人がやっていけばよい

　日本共産党：公費支出する議会報に個人を載せてよいのか、導入に向け詰めた議論が必要

　　　　　　　内容の検証をどうするか、個々人の評価を勝手好き放題にしてよいか

　公明党：出す以上は公平公正でなければいけない

　　　　　　　全会派が賛同しない限り実行するのは難しい

　みんな・一新：市民の議会や議員への不満の１位は「何をやっているかわからない」

　　　　　　　そうした不満にこたえる一つのアンサー、無理のないフォーマットを議論して実施したい

○次回までに、再度各会派で協議することとなった

H25.1.10○酒井委員、小田桐委員から中間報告のフォーマット案が提出された

　流政会：個人の宣伝になってしまうという懸念がある

　　　　　　　会派として賛成できかねる

　誠和会：議会として情報公開することはいいこと、基本的に賛成である

　　　　　　　どのように行うかは会派に持ち帰り調整するが、やる方向に考えている

　日本共産党：公約に縛られて書きにくくなることもあり、いろんな知恵を出す必要がある

　　　　　　　もう少し細かく決めてやらないと表現しづらい部分が出てくる

　公明党：形が決められればやることはやぶさかでない

　　　　　　　記入を義務化しないといっていたが全議員の賛同が得られることが一番いいという条件

　みんな・一新：議会全体と議員の報告のみ、委員会は報告対象としない

　　　　　　　選挙公報の内容を紹介しフォローする案と、公報は無視し取り組んだテーマ実績を書く案

　　　　　　　発表はホームページのみとする

○公開は５月、期限までに作成するため、決めることは早く、会派で再度検討されたい

○全体として概ね実施する方向

　（流政会は賛成できかねるが、多数意見に従う、持ち帰り会派に説明する機会が欲しい）

H25.2.8○前回、実施は概ね合意された、今回結論を出すこととしたい

○各会派の検討結果

　流政会：大多数の会派が賛成ということなので、反対しない

　誠和会：前回と同じ

　みんな・一新：前回と同じ

　日本共産党：酒井委員案で市民に何が伝わるのか、やる方向には前向きだが効果はどうか

○中間報告実施を決定、フォーマットが決まらないと間に合わないのではないか

○フォーマットは、大きさを決め選挙公報のスペースで顔写真と名前を入れてあとは自由とする

　　内容は選挙公報で縛らない

　　議会活動ではなく議員個人の活動を中心となると議会組織でやる広報と言えるのか

○正副委員長で２種類の案をつくるので次回までに会派で検討してくること
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H25.2.19○フォーマットを決定した

　各会派ともに案１を推した

　５月にホームページにアップすることが確認された

H25.4.3○フォーマットのサイズをＡ５とし、ＰＤＦファイルでアップすることが決定した

○記載内容についての議論の概要

　　基本的に選挙活動ではない、議員としての議会報告としての中身でないければならない

　　選挙公報になったかのチェックは誰がするのか、「自由」ということでやればいいのではないか

　　議会運営委員会でチェックすればいいのではないか

　　議会運営委員会にチェックする権能があるか、議員としての中間報告であり自由に書いていいが、

　選挙公報とは違うものであることを確認しておく必要がある

　　自由でよい、議員のモラルというか範囲内に任せる

　　単純な報告をするものとして、個人の売名行為にならないようモラルと議員としての意識

　　今後は、議会広報広聴特別委員会が取りまとめるのが妥当と思う、議会運営委員会で検討して

　きたので議会運営委員会で一度チェックすればいいのではないか

○議会全体のまとめがあり、議員個人の報告が続く形式とする

○全員分が揃い次第、議会運営委員会で確認して了承得てホームページにアップすることを確認

H25.5.14○委員から掲載期間についての議論が提案

○形式のうち、氏名の欄は名前と写真のみとする

○次期の中間報告について議論が行われた

　　会議規則みたいなものでまとめておいてはどうか、その時検討するでもいいが何か書いたもので

　残しておくことが必要ではないか

　　２年後の後半の取り組みの中でどうするかは選挙という審判なのでいらないと考える

　　次期の中間報告はその時の議員たちが決めることではないか

　　４年後に中間報告をやることを前提にして検討すると残すべきではないと考える

　　試し的なものが多いこと、次期の市議を縛ることになってしまう、やってみた評価も含め次期の

　議員が議論してやろうとなればいいし、もういいとなって消滅してもいいのではないか

　　検証も必要なこと、それをなしに残す残さないの議論は早いと考える

○概ね試行的にやっているような初めてのことでありますので、それを踏まえ改選後検証した結果、

　そういう議論が新たに出た場合に対応していただく、次期の議員に委ねることとする

○掲載期間は平成２６年１２月までとすることが確認された

H25.5.16前回の原稿の修正箇所を確認し報告原稿を調整
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